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直接目的語の指示性
橋本 邦彦' 
oHASHIMOTO 
論文受理日(原稿受付日
1.序論
現代モンゴル請 ( -ル-方言)では､他動詞の直接
目的語の位置に､二通りの形態的特教をもつ名詞句が
現れ得る｡ 
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指示詞により対格形が選ばれる｡ 
)b4( は指示性があるにもかの指示対象を同定可能性 (
することを提案した｡ 
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例外のタイプは､非指示的なNPであるにもかかわらず､対格形をとるものである｡ 
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(10)a.Bi[ene xichee1-ijg]zaa-na.くM〉 
I thislesson-ACC teach-pps 
l`teachthislesson.' 
b.Bi[ter og仙1卜i jg】u nsh-sam.
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指示詞の後に不特定的数量詞 Xed(en)`several'が加
わってもよい｡これは､指示詞により限定された作用
域に入るため特定的な読みを獲得するからである｡ 
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2.1.2 人称代名商
人称代名詞は､単独でも属格形の修飾語としても､
特定の対象を示すことができる｡ Ariel(1988)､Ward, 
SproataMckoon(1991)によると､代名詞の適切な用
法か要求するのは､代名詞の指示する対象が発話時に
おいて聞き手に接近可能 (accessible)であるというこ
とである｡ 
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2.1.3 所有不変化南
所有不変化詞 mi'Ⅲ' hn o`r 'hsn y`､ci'yu'､n i`'等
は被修飾語の直後に付く前接語 (enclitic)である｡被
修飾語の対格形接尾辞の最終要素の一gは､ (16a)のよ
うに保持されてもよいし､ (16b)のように落とさ
れてもよい｡ 
(16)a.Chiboso-ngoo [ayag-iygmin']av-
yougetup-while cup-ACC my take-
aadal'!くM〉 
ANTgiveithere 
pa`ss(me)DyCupaSyouStandup!' 
b.Odooxondaa [azhl-iychin'101-00d 
immediately work-ACCyour find-ANT 
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モンゴル詩の修飾節は､アスペクト接尾辞の付いた
動詞により導かれる｡アスペクト接尾辞には､未完了
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修飾節の中心的な機能は､被修飾主要部の内容を特
では､目的語の表す対象が発
話時点でまだ聞き手に知られていない場合も想定でき
2.2 対称形かゼロ格形で交替するタイプ 
仕事として特定化した実体かある｡両者とも聞き手は
指示対象を同定することができる｡ 
固有名詞は唯一指示的で､話し手にも聞き手にも同
が用いられる｡ 
普通名詞の属格形が主要部を限定する時に､対格形 
な対象を表しているが､いずれも固有名詞に限定され
ているという点で､特定的な解釈が与えられる｡ 
seuh 一ear
]duu卜aa
川P FIsppo
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)かゼロ格形(22)のどちらかが現れる｡ 
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( )の目的語は具休的な対象を､( )は抽象的
X
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(22)Ta nadad [angli xel-nij bagsh] 
youlsg:D/L Englishlanguage-Gteacher-¢ 
01-zh ox-帥j yuu?く MY〉 
rind-CNCgive:NPS-notQ 
w`on-tyoufindanEnglishteacherfor仙 e?I 
(21)の ｢昨日のニュ-ス｣は限定話によって話し手
聞き手双方に同定できる特定的な解釈をもたらす｡他
方､( 22)の ｢英語の教師｣は限定されてはいるが､話
し手にとっても聞き手にとっても該当する人物を同定
できず､不特定的な対象である｡
話し手､聞き手の同定可能性から見た特定的～不特
定的解釈と､それに対応した対格形～ゼロ格形の選択
の説明には､一見､反例と思われるものかある｡ 
(2)a en hn[ nt odrtO]3 .Tt的z i 5【 er no bd
Detertall tree-め 
xar-sam.〈 M〉 
see-PF 
T`e紬z insavatr eestll.D h y ee5mtr a I 
b.D仙 delgl柑r-ees[sayxan 
youngerbrothershop-ABL beautiful 
zurag-tay nom] av-chee.く L〉 
picture-CMTbook-¢ buy-PST 
Wyyoungerbrotherboughtabookwith 
beautifulpicturesattheshop. 
(23a)の ｢5メートルの高さの木｣､( 23b)の ｢美
しい絵の載った本｣は､少なくとも話し手には同定で
きるはずで､特定的でなければならない｡しかしなが
ら､目的語はゼロ格形である｡ここで重要なのは､ 
(23a,b)は文全休で一つの事態 (event)を記述してい
るのであって､直接目的語にはいかなるプロミネンス 
(prominence)も与えられていないということである｡
このことは､直接目的語 NPを文頭に移動させるトピッ
ク化か非文法的である事実から確認できる｡ 
(2)a書5IerOdrto]Tlii)hnxrsn4 .[ nt n6 nd e)zi a-a. 
b.[axnzrgtynI]dt eg -‡Sya ua-a Dn o)dluurees 
av-chee. J
事態文の直接目的語は､特定的な読みを無効にされ
るのである｡9 ) 
2.2.2 数量帯 
(25)Ted [tend bay-samboxyama-g]too卜z h 
they therebe-PF allgoat-ACCcount-CNC 
chad-sam-guj. 
can-PF-not 
h`ycud tcuttenIbro llteTe oln' on h une fa h
goatswhichwerethere. 
(26)a.Biogloo [olonshineig] 
I I)ring 帆n ew wr一On yn od¢ 
togto0-100. 
learnbyhear卜P ST 
'llearnedmanynewwordsbyheartthis 
morning. 
b.Minijx仙 [ tsoonml] mall-adag.〈 M〉 
lsg:Gson af帥 C attle-¢ herd-HBT 
y`snhrsafwdletcaiLl.M o ed e onSi nEas
(25)は修飾飾により限定された領域内の ｢山羊｣す
べてについて言及している｡個々の山羊は特定できな
くても山羊全体は特定されているわけである｡( 26a, 
b)はどれも不特定の数について述べているのでゼロ棒
形の日的話しか要求できない｡ 
2.2.3 疑問有
疑問文は､本来､話し手がある情報を知らず､その
情報を聞き手が知っているものと想定して発話する型
の文である｡それ故､話し手の立場から見ると､疑問
詞の示す対象は不特定である｡ 
(27)a.Tanaysurguu卜i jn-lanbutensaynodor 
2sg:Gschoo卜6 -CLC Sunday 
[yamraZhil] xij-V? 
vhat work-¢ do-PST 
w`hatkindofworkdidthepupilsof 
yourschooldoonSunday?I 
b.T txaatrintxyla O】a S)b a-y ua ymrn皿
you -G about what book-め 
unsh-sambe? 
read-PF Q 
w`hatbookhaveyoureadabout 
Stxaatr'ib a?
- 164 -
直接目的語の指示性 
(27a, b)では､話し手にとって仕事の内容や本の題
名は未知事項=Xである｡話し手はXに具体的な値を入
れてもらいたくて聞き手に質問する｡但し､ ｢どんな
仕事もしなかった｣､ ｢一冊も読んでいない｣という
風に､入るべき値そのものの存在か否定されるかもし
れない｡つまり､聞き手にとっても未知事項のまま指
示対象をもたない可能性も残っている｡このような状
況の下で､疑問詞 NPはゼロ格形として実現する｡ 
(28)a.Baatarene non-oos lyuu-g] unsh-iv? 
thisbook-A良L what-ACCread-PST 
w'htddBaa edfoI hsbo?()a i atrra rJ)ti ok'M
b.NJrint1ar ym rymrz]jトan-y a-a laa a i
autumn-G steppe-1NS what what thing-
S-ijg]01-zh azhigl-av?くMX〉 
PL-ACC find-CNCobserve-PST 
w`hatthingsdid (you)findandobserve 
in thesteppeofautumn?' 
(28a, b)は疑問詞が対格形をとる例である｡ (28a)
は ｢この本から何を読みとったか｣という問いであり
｢この本｣という限定された領域内での内容の特定化
を要求している｡話し手は聞き手が確かに未知事項=X
の値を入れることができる､言い換えれば､聞き手に
とってその値は特定できると想定しているのである｡ 
(28b)についても同様の説明が適用できる｡ 
2.2.4 裸の名詞句
直接目的語 NPが限定請や修飾節を伴わず単独で用い
られる場合､一般に､ゼロ格形をとる｡これは､目的
語NPがはっきりとした指示対象を合意しないからであ
る｡ 
(29)a.Chiene shi1-ccr lyum] xar-zh 
you thisglass-1NS thing-¢ see-CNC 
chad-axuu?くM〉 
can-NPSQ 
C`anyouseeanything through this 
glass?' 
b.Bieezh-d-ee [zaxyaa] bich一皿eer 
I mother-D/L-RFL letter-¢ write-DSR 
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be-PRS 
I`wn owiealte oI ohratt rt etrt W mte.
抽象度の高い目的語も指示性かないのでゼロ格形で
ある｡ 
∫ 
(30)Manayangi [sa‡ilga] bataar 
lpl:Gclass discipline-¢ firⅡly 
tergi柑卜z hee. 
take the lead-PST 
o`urclassfirmly traineddiscipline.
直接目的語は主語の次にトピック性が高く､既知の

対象との結びつきが強いと言われるが (Givdn 1984,
 
1993)､文全休が焦点になる事態文ではトピックの出

現が排除されるので､特定の指示対象を考慮しない解

釈が与えられる (Bayer 1986,Descles良Guentcheva
 
1990, La皿brecht1994)｡
 
(31)a.Bi[tsonx] ugaa-sam.くM〉 
I wnow-¢ yashPid v -F
 
I`washedawindow.'
 
b.Dorzh [kino] uz-ev.くM〉
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(3la,b)では動詞句の表す行為そのものが問題とな
っている｡
事態文は､動詞の意味に直接目的語の意味が合意さ
れている動詞句により､その存在がさらに明らかとな
る｡ 
(32)a.Ene x伽 [zurag] sayxanzur-dag. 
thisperson picture-¢ well draw-HBT 
h`spro rw itr el'Ti esndasapcuewl.
b.B tIX] a-z b卜n u?く〉i[a]i ttah o o u M
I tobacco-¢ smoke-CNCmay-PpsQ 
M`ay Ismokea tobacco?' 
(3a ua i`tr' u-t rw 3b2)のzrgpcueとzr o`da'､(2)

のtamxi`tobacco'とtat-`tosmoke'は意味的に非常に

緊密な関係にある｡これらは､目的語と動詞が一体と

なって一つの事態を記述するのである｡ 10)

英語の doや日本語の ｢する｣ は､行為性を表示する
だけで､目的語の意味を引き継いで初めて特定の行為
を表せるようになる｡このような動詞を軽動詞 (light 
verb)と呼ぶ (Miyagawa1989,影山 1993)｡ 
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7a3( )では先行節の等位Nの片方が先行詞として後
続節の定Nと同一指示の関係にある｡ ( )では先行
P
5a
文の主語Nが先行詞として後続文の代名詞との間に同
)の ｢本｣は ｢今､読書室であなたの兄弟姉妹 一指示関係を結ぶ｡英語では､このように､照応的指
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b5)の ｢招待状｣も早くに手渡す理由を述べた節に 素であるが､モンゴル語ではゼロ代名詞のような潜在
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34(-)83ら､ ( )が示すように､照応話は､当然､対格
関係にある｡
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照応語となる目的語Nが､先行詞の一部分と同一指
示的である場合がある｡ 
I.
lle

前方照応的指示は､先行文脈内の､話し手にも聞き
手にも同定可能な特定の先行詞と関わっているのだか
橋本 邦彦
形で実現する｡ いるのである｡照応語は特定の先行詞を指示するのだ
から､対棒形で実現する｡ 
型の限定話は､機能上､(44)のような言語外在
keiモンゴル語には主要部を限定する語としてi紬` l
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的に与えられる結果､ゼロ格形と対格形の交替現象が
見られるのである｡ 
前方照応的指示が先行文脈内の特定の言語表現との
間で成立するのとは反対に､後方照応的指示は､後続
文脈内の特定の言語表現との間で同一指示関係を成立
させる｡ 
て機能している｡モンゴル語では､ 
｢このような厳しい試練｣は､これらを代表の見本に
して類似のメンバーから成るクラスを暗示している｡
実際には､このクラスから任意のメンバーを選んでよ
いのだから､不特定な読みを許し､ゼロ棒形が用いら
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人｣と主語NP｢ドルジの馬｣は､後続文の目的語の先 し手､聞き手双方に同定可能な後行詞を指示すること
行詞となっている｡つまり､目的語は照応語として使 で､特定的と判断されるからである｡
用されており､先行詞との間に同一指示関係を結んで 
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がある｡ 
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91ikci berz sis帆n yboot LFR-G- CCA-ne
ive-FR-L/Dher-tro Lg PMIいうのである｡ 
fnhetrooungeou
iv
Yo
`ug ey ry rb rayo
)a.J ehsb dh
.Hrryn dtog yh so
叩l 
.T eaem yt sint
hta 
es scnu

.T eist ht einteroomt

iar
h
h
re
le
se. 
iar
ba
l
w
ba
a
lon
ice
an
ICu
to
dt tuen
r
a
e. 
an
a
Ite
her
h
her
t

b
C
d

8
4( hiars.‡/ hteseb !oursootsofy '
 
'
 
｢テーブルに置いてある本｣は一つの集合
eroolDthta 休としてプロファイルされ特定化される｡この集合体
から選び出される一冊の本は任意のものであったにし
ても､集合体からその構成メンバーというメト二ミ -
tscnea.ateiDtter 的拡張により､集合体の特定性は構成メンバーに移譲
ts
)94
b94
tpar 
される｡( )の不定名詞句も同様の処理を経て､特
定的な解釈を獲得する｡
的 
'についても( と同じ説明が適用できる｡ 
8a4｢髪｣ は一般に集合的に捉えられるので､( )の
tartgreae`ixenx rp '､ rle`8xnx sseように､不可算名詞として用いられるが､ ｢こめかみ 数量詞の 
の二本のしらが｣ が際立って注目されるなら､(
のように可算名詞で具現する｡ ｢テーブル｣ は一般に
)b84
C84個別的に捉えられるので､( )のように､数に焦点
を当てた可算名詞で用いられるが､ ｢白蟻｣ の食べ物
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プロファイル( .2
体の中で､ある部分を卓立させること､もしくは､卓 次の二つの文を比較してみよう｡ 
j】gi-onx存するのである｡
LFR-G-lmea CCA-tarrp対格形の目的語の実現に関与する特定性も､専ら､
ev. -di客観的な基準だけで判断されるわけではない｡概念化
ltconsrua
する主体 (通常は､話し手)の対象となる実体の捉え
方( )も重要な役割を演じているのである｡ ismounius
t
Ba
`taej talttlea tOfh
fI.
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4.1 プロファイル :全体一部分
leifpro )は､表現が示す概念構造全 共感度
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C froL kangace
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r1997,
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av-aa-g別. 
htl ABLren per-a
■ 
seve
ke-ta PFIMは共に命令文にあって最上級の限定語 xa, b)la(5 Iロー  t-no
に修飾された目的語 N
語上の環境の中で､ (5
Pをもっている｡この同じ統
)ではゼロ格形が､ (5 )で1b
gijn I`havetakenfewoutofthesepapers. 
は対格形が現れている｡なぜだろうか｡
1a
a)の目的語 NPは述語の否定の作用域に入ってお3
り､意味的には不特定の読みしかできない｡ ｢指導者
(5
両者の目的語 NPの格形の違いは､共感度 (em y)htpa
のいない国｣ は存在しないのだから､指示性を間貸にの違いに還元できるように思われる｡ Langacker (19 
91:306-307)によると､共感度には階層関係があり､ する余地はないはずである｡ところが､予想に反して
｢この世界に存在する様々な実体についての自己中心 ゼロ格形ではなく対格形が現れるのは､ ｢指導者のい
的な評価 (a n を反映｣
る｡言い換えると､ ｢私たちの共感を引き寄せる実体 ことで､結果として､前者にプロミネンスを与えるこ
ごとの潜在能力に応じてランクづけがなされている｣ とになるからである｡暗示的に対比される実体を背景
のである｡ にすることで､言語表現で示されプロミネンスを受け
た実体が前景化される｡図として前景化された実体は
)tleⅡstren してい ない国｣ を ｢指導者のいる国｣と暗示的に対比させるicassesnegoc
2) 話し手〉聞き手〉人間〉動物〉具体物〉抽象物 認知的に特定的なものとして捉えられる｡ (53b)も同
an(L
(5
cker1991:307) 様の説明を施すことができる｡ga
4.4 基準点)に照らして見ると､ (5 )の人間 :｢一番子供1b2
のたくさんいる人｣ は､ (5
(5
1a)の具体物 :｢一番小さ 基準点 (refe inrencepo t)は､概念化の主体が状況
なブーツ｣よりも共感度が高く､それだけ特定的なも とその中の実体を概念化するときにとる視点と関係す
のとして解釈され易いと考えられる｡ る｡例えば､英語の移動動詞 c
手がどこに基準点をおくかに依存する｡ 
4.3 回と地 
omeとgoの選択は､話し
16)は､プロミネンス (pr
e.toneItinRYMESY
141995:3 ,3
皿inence)のタイプの一つに､プロファイルと並んで､ ｢あすあなたの事務所にお伺いします｡｣ 
M T )｣を gt ntS r
nHoek ( o一 Io(54)a. Ⅰ'llcne tOyourOffice tomorrow.va
｢図と地の非対称性 (F OUGRE/URIG NDA b.A:Ⅰ'皿g O othedepar
挙げている｡図と地は､元々､ゲシュタルト心理学の B:Can Icome too?
概念であり､所与の領域の中で或る実体は残りの部分 ｢私も行っていいですか｡｣ 
よりも際立ったものとして捉えられる｡際立ち-プロ
ミネンスを与えられたものを図､その背景となるもの (54 eにおいてい
を地と呼ぶ｡ る｡この場合､ goではなく comeが選ばれる｡ (54b)Aで
言語表現に限って言えば､どの部分が図でどの部分 は､話し手の基準点は自分自身に､つまり､文の主語
が地として認知されるかはその言語表現の使用される にある｡この場合､ goが選ばれる｡一方､ (54b)Bの話
a)で話し手は基準点を yo icroffu
し文脈や状況との関連で相対的に決められる (山梨 19 手は､基準点を (54b)Aの話し手においているので､
om5)｡いわば､概念化の主体か概念化した状況に 同じ行為を表すのに goではなく c eを選んでいる｡95:7
どのような解釈を課すかによって初めて顕在化するも 基準点により目的語の指示対象を特定化する文を､
のなのである｡ モンゴル語でも見つけることができる｡ 
o odogch b i I)ed-ex- Io(55)a.Binn Sh-izhexel一皿eg
SK
tS [b
- L 
i]x 
all 
ulg(53 .)a un[Zh ol -guj -iyg ] 
ea
17
nr一mot coutry-ACC I know-NPS- l book-¢ r d
0 
in-CNCbeg1eade 
直接目的語の指示性 
yum-iyg] 脱r卜d ag yu札 くM〉 
thing-ACCforge卜H BTASR 
s`so sIsatt edabo,()A ona tr ora ok I
Forgoteverything.I 
b. [Ar chxel-ijg] sur-ax-ad 
any language-ACC 1earn-NPS-D/L 
non x nhi xrge.t i us-x eetj
book-¢ muchread-‥PSnecessary 
w`hen(you)learnanylanguage, (you) 
have toread帆n ybooks.' 
(55孔,b)の対格形の目的語は､どちらも意味的には
不特定である｡ (55a)の主節動詞は習慣形接尾辞 -d礼g
で統括されており､ ｢私｣の読書時の性癖について述
べている｡ (55b)は言語学習の際の一般的な心構えを
記しており､副詞節の目的語は不定限定語句al'ch 
a`ny'によって､言語ならどの言語でもよいというこ
とがわかる｡ 
(55a)は ｢本を読む｣時点を基準点とすると､その
領域内にあることすべてを忘れるという捉え方を許す｡ 
(55b)は ｢言語を学ぶ｣時点を基準点とすると､その
領域内に入っている言語が問題となる｡基準点の措定
で､そこから捉えられる射程の領域に焦点が当たられ､
その中にある目的語の指示対象が認知的に特定的なも
のとして概念化されるのである｡ 
5.持論
直接目的語が対格形をとる際に適用される原則は､
次のように定式化できる｡ 
(56) 対格形目的語選択の原則:
一般に､目的語の表す対象が特定的である時に
その目的語は対格形をとる｡ 
(56)の ｢特定的 (specific)｣､あるいは特定性 (spe-
cificity)は､二つの事柄により支えられている｡一
つは､話し手/聞き手による指示対象の同定可能性で
ある｡ 
(57) 話し手/聞き手による同定可能性 :
目的語の表す対象が､話し手と聞き手双方に同
定可能か､話し手か聞き手どちらか一方に同定
可能である場合､その対象は特定的であると解
釈できる｡ 
もう一つは､対格形目的語の特定的指示のタイプで∫
ある｡(9)を多少修正して (58)として再録する｡ 
(58) 対格形目的語の指示性のタイプ: 
a.言語外在型文脈指示 :言語的文脈の外に指示
対象がある､もしくは､あると想定される特
定的指示｡ 
b.言語内在型文脈指示 :言語的文脈内に指示対
象がある､もしくは､あると想定される特定
的指示｡ 
C.認知解釈型指示 :概念化する主体により解釈
され､概念化された特定的指示｡
モンゴル語の直接目的語の対格形の出現は､ (56)-
(58)を用いて余す所なく説明できるはずである｡
荏 
1)glossの省略記号表､及びデータの引用文献は､巻
末に挙げておく｡尚､引用文献の省略記号の付して
いないものは個人データカードによるものである｡ 
2) 対格形接尾辞は､語末の形と母音調和の規則に応
じて -iyg/-ijg/一gの三種類の異形態をもっている｡ 
3) この他にも､再帰所有形接尾辞の付いた目的語が
ある｡ 
i.Bi主O chigdBrno凪(-iyg)-ooiaV-aV. 
book(-ACC)-RPL 
I`boughtmybookyesterday.I
対格形接尾辞を伴う場合もあるが､しばしば､省か
れる｡また､再帰所有接尾辞は文の主語と同一指示
関係にある｡ 
4) 星印 '`は､文が非文法的であることを示す｡‡
5) LⅢbeh 19:8) P ｢alrct(94 1は､特定的な Nを (名詞
句の)指示対象が話し手に同定できるが､聞き手に
は同定できないもの｣と定義しているが､ (8C)の可
能性も考慮に入れる必要がある｡ 
6) e机e､terは指示代名詞として､舶n ijg`this: 
ACC'､ t舶n ijg`that:ACC'のように､主要部を伴わ
ずに単独でも用いられる｡ 
7) 小沢 (1986:106)は､ minijnom型` book'では 
r私の｣が強調され､ nmmn y`垣蛙'ではo i'm

｢本｣が強調されると説明している｡
 
8) 接尾辞の右肩の数字は､母音調和の規則に従って
現れる交替形の数を示す (e.g.-aa 4 : -aa/-ee/ 
-oo/-oo)0 
9) トピック化については､2.2.6節で詳しく検討す
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